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ツ
ユ
ク
サ

▼
東
京
都
議
会
の
セ
ク
ハ
ラ
野
次
。人
権
侵

害
的
野
次
は
あ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
半
ば
常

態
化
し
て
い
る
と
い
う
。国
会
で
も
同
様
の

野
次
が
あ
っ
た
。発
言
者
は
元
東
京
都
議
。東

京
は
最
も
子
育
て
が
し
に
く
く
、
出
生
率
も

全
国
最
低
、
な
る
ほ
ど
と
妙
に
納
得
し
た
▼

マ
ス
コ
ミ
は
し
ば
ら
く
野
次
問
題
を
取
り
上

げ
て
い
た
が
、
不
明
朗
な
政
務
活
動
費
の「
号

泣
県
議
」が
登
場
、
続
い
て
青
森
県
平
川
市
で

は
買
収
容
疑
で
市
議
20
人
中
15
人
が
逮
捕
、

神
奈
川
で
は
規
制
薬
物
を
含
む
脱
法
ハ
ー
ブ

で
県
議
が
逮
捕
、
議
員
さ
ん
の
不
肖
事
連
発

で
、
セ
ク
ハ
ラ
野
次
は
忘
れ
去
ら
れ
そ
う
だ

▼
し
か
し
、
セ
ク
ハ
ラ
野
次
問
題
は
根
の
深

い
人
権
問
題
で
あ
る
。こ
の
件
を
象
徴
的
な

事
例
と
し
て
、
深
く
論
議
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。本
人
は
「
発
言
は
（
質
問
中
の
）
女
性
議
員

に
向
け
た
も
の
で
は
な
く
、
悪
意
も
な
か
っ

た
」と
弁
明
し
た
。分
か
っ
て
な
い
よ
う
だ
。た

と
え
本
人
向
け
で
な
く
て
も
、
傷
つ
け
る
意

図
が
な
く
て
も
、
差
別
は
差
別
だ
▼
前
回
、
差

別
し
た
側
も
含
め
て
よ
く
話
し
合
っ
て
と
書

い
た
の
は
、
こ
の
こ
と
に
よ
る
。学
校
の
イ
ジ

メ
で
も
差
別
意
図
が
な
い
ま
ま
に
イ
ジ
メ
が

行
わ
れ
て
い
る
例
は
多
い
。い
わ
ば
「
無
意
識

の
差
別
」な
の
だ
が
、
当
人
が
そ
れ
に
気
づ
い

て
な
け
れ
ば
、
差
別
は
な
く
な
ら
な
い
▼
と

く
に
条
例
を
制
定
す
る
立
場
の
人
間
が
「
無

意
識
」
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。さ
い
わ
い
新

発
田
市
議
会
で
差
別
的
な
野
次
は
ま
だ
聞
い

た
こ
と
が
な
い
が
、
こ
の
機
会
に
、
差
別
を
な

く
す
た
め
に
「
男
女
共
同
参
画
条
例
」
制
定
に

向
け
て
の
議
論
を
始
め
て
は
ど
う
か
。議
論

の
過
程
で
理
解
は
よ
り
深
ま
る
は
ず
だ
。

無意識の差別

　
駅
前
複
合
施
設
・
民
間
棟
の
基
本
設
計
案
が
7

　
駅
前
複
合
施
設
・
民
間
棟
の
基
本
設
計
案
が
7

月
14
日
（
月
）、
市
議
会
総
務
常
任
委
員
会
で
発

日
（
月
）、
市
議
会
総
務
常
任
委
員
会
で
発

表
さ
れ
た
。
延
べ
床
面
積
約
3
千
㎡
、
鉄
骨
4
階

表
さ
れ
た
。
延
べ
床
面
積
約
3
千
㎡
、
鉄
骨
4
階

建
て
、
１
階
は
観
光
案
内
所
と
商
業
施
設
な
ど
、

建
て
、
１
階
は
観
光
案
内
所
と
商
業
施
設
な
ど
、

２
階
は
医
院
（
4
院
）
な
ど
、
３
・
４
階
は
若
者

２
階
は
医
院
（
4
院
）
な
ど
、
３
・
４
階
は
若
者

向
け
賃
貸
住
宅

向
け
賃
貸
住
宅
（
40
室
）
と
す
る
計
画
だ
。

室
）
と
す
る
計
画
だ
。

 

「
外
観
は
行
政
棟
と
調
和
さ
せ
る
た
め
ガ
ラ
ス
張

「
外
観
は
行
政
棟
と
調
和
さ
せ
る
た
め
ガ
ラ
ス
張

り
に
し
、
２
階
部
分
で
行
政
棟
と
連
結
さ
せ
ま
す
。

り
に
し
、
２
階
部
分
で
行
政
棟
と
連
結
さ
せ
ま
す
。

複
数
の
医
院
に
入
居
し
て
も
ら
う
の
は
、
駅
前
立

複
数
の
医
院
に
入
居
し
て
も
ら
う
の
は
、
駅
前
立

地
、
向
か
い
に
県
立
病
院
と
隣
に
い
く
つ
か
の
医

地
、
向
か
い
に
県
立
病
院
と
隣
に
い
く
つ
か
の
医

院
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
リ
ノ
ベ
ー

院
が
立
地
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
事
業
の
補
助
を
受
け
る
条
件
と
し
て
、
医

シ
ョ
ン
事
業
の
補
助
を
受
け
る
条
件
と
し
て
、
医

院
・
商
業
施
設
と
あ
る
か
ら
で
す
」（
民
間
開
発

院
・
商
業
施
設
と
あ
る
か
ら
で
す
」（
民
間
開
発

業
者
・
新
栄
地
所
担
当
者
）。「
若
者
向
け
賃
貸
住

業
者
・
新
栄
地
所
担
当
者
）。「
若
者
向
け
賃
貸
住

宅
に
つ
い
て
は
、
あ
る
大
学
か
ら
一
括
し
て
『
寮
』

宅
に
つ
い
て
は
、
あ
る
大
学
か
ら
一
括
し
て
『
寮
』

と
し
て
借
り
ら
れ
な
い
か
と
い
う
話
が
来
て
い
ま

と
し
て
借
り
ら
れ
な
い
か
と
い
う
話
が
来
て
い
ま

す
。
も
し
実
現
す
れ
ば
若
い
人
に
商
業
施
設
で
ア

す
。
も
し
実
現
す
れ
ば
若
い
人
に
商
業
施
設
で
ア

ル
バ
イ
ト
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
行
政
棟
と
も
連

ル
バ
イ
ト
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
行
政
棟
と
も
連

携
し
た
事
業
展
開
が
考
え
ら
れ
、
駅
前
の
活
性
化

携
し
た
事
業
展
開
が
考
え
ら
れ
、
駅
前
の
活
性
化

に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
」
と
期
待
す
る
。
民
間
棟

に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
」
と
期
待
す
る
。
民
間
棟

の
総
事
業
費
は

の
総
事
業
費
は
約
10
億
円
、
今
年
末
着
工
、
来
年

億
円
、
今
年
末
着
工
、
来
年

末
竣
工
を
目
指
す
と
い
う
。
さ
ら
に
、
法
律
に
よ

末
竣
工
を
目
指
す
と
い
う
。
さ
ら
に
、
法
律
に
よ

り
国
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
補
助
（
市
も
同

り
国
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
補
助
（
市
も
同

額
補
助
）
の
あ
る
こ
と
か
ら
「
公
共
に
資
す
る
、

額
補
助
）
の
あ
る
こ
と
か
ら
「
公
共
に
資
す
る
、

新
発
田
の
未
来
に
生
き
る
建
物
に
し
た
い
」
と
夢

新
発
田
の
未
来
に
生
き
る
建
物
に
し
た
い
」
と
夢

を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

を
膨
ら
ま
せ
て
い
る
。

　
仮
　
仮
に
40
人
の
大
学
生
が
住
民
票
を
新
発
田
に
移

人
の
大
学
生
が
住
民
票
を
新
発
田
に
移

し
て
居
住
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
駅
前
に
賑
わ
い

し
て
居
住
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
駅
前
に
賑
わ
い

を
与
え
る
こ
と
に
も
な
る
。
実
現
が
待
た
れ
る
。

を
与
え
る
こ
と
に
も
な
る
。
実
現
が
待
た
れ
る
。

　
駅
前
複
合
施
設
・
行
政
棟
（
図
書
館
・
子
育
て

　
駅
前
複
合
施
設
・
行
政
棟
（
図
書
館
・
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
入
居
予
定
）
の
実
施
設
計
が

支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
入
居
予
定
）
の
実
施
設
計
が

進
み
、
7

進
み
、
7
月
14
日
現
在
建
設
費
の
算
定
に
入
っ
て

日
現
在
建
設
費
の
算
定
に
入
っ
て

市
民
の
夢
、駅
前
複
合
施
設
、

民
間
棟
は
商
業
・医
院
・
寮

い
る
。
基
本
設
計
時
で
は

い
る
。
基
本
設
計
時
で
は
約
33
億
円
（
市
負
担
約

億
円
（
市
負
担
約

5
億
5
千
万
円
）
と
見
込
ま
れ
て
い
た
が
、
図
書

5
億
5
千
万
円
）
と
見
込
ま
れ
て
い
た
が
、
図
書

館
特
有
の
設
備
費
や
市
民
要
望
の
実
現
、
さ
ら
な

館
特
有
の
設
備
費
や
市
民
要
望
の
実
現
、
さ
ら
な

る
資
材
の
高
騰
な
ど
を
含
め
る
と
総
事
業
費
は
3

る
資
材
の
高
騰
な
ど
を
含
め
る
と
総
事
業
費
は
3

割
増
し
程
度
の

割
増
し
程
度
の
約
40
億
円
前
後
（
市
負
担
約
7
億

億
円
前
後
（
市
負
担
約
7
億

円
）
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
大
き
な
出
費
で
は

円
）
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
大
き
な
出
費
で
は

あ
る
が
、
国
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
補
助
金
・

あ
る
が
、
国
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
補
助
金
・

合
併
特
例
債
を
使
え
る
こ
と
か
ら
、
市
の
支
出
は

合
併
特
例
債
を
使
え
る
こ
と
か
ら
、
市
の
支
出
は

２
割
弱
で
済
む
。
財
政
的
に
新
発
田
市
で
は
不
可

２
割
弱
で
済
む
。
財
政
的
に
新
発
田
市
で
は
不
可

能
と
さ
れ
て
い
た
事
業
が
実
現
で
き
る
の
で
あ

能
と
さ
れ
て
い
た
事
業
が
実
現
で
き
る
の
で
あ

る
。
新
図
書
館
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
う

る
。
新
図
書
館
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
い
う

市
民
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
も
、
子
ど
も
た
ち

市
民
の
夢
を
か
な
え
る
た
め
に
も
、
子
ど
も
た
ち

の
将
来
の
た
め
に
も
、
事
業
費
を
惜
し
む
こ
と
な

の
将
来
の
た
め
に
も
、
事
業
費
を
惜
し
む
こ
と
な

く
、
集
客
力
の
高
い
施
設
に
す
べ
き
で
あ
る
。

く
、
集
客
力
の
高
い
施
設
に
す
べ
き
で
あ
る
。

 

「
駅
前
複
合
施
設
運
営
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
始

「
駅
前
複
合
施
設
運
営
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
始

ま
っ
た
。
昨
年
度
の
基
本
設
計
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ま
っ
た
。
昨
年
度
の
基
本
設
計
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
の
意
見
は
記
念
樹
や
屋
根
付
き
駐
車
場
、
窓

参
加
者
の
意
見
は
記
念
樹
や
屋
根
付
き
駐
車
場
、
窓

際
の
閲
覧
席
な
ど
、
多
数
生
か
さ
れ
た
が
、
今
回
は

際
の
閲
覧
席
な
ど
、
多
数
生
か
さ
れ
た
が
、
今
回
は

ハ
ー
ド
で
は
な
く
て
ソ
フ
ト
、
運
営
面
で
も
市
民
・

ハ
ー
ド
で
は
な
く
て
ソ
フ
ト
、
運
営
面
で
も
市
民
・

利
用
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
よ
う
と
い
う
も
の
。

利
用
者
の
意
見
を
取
り
入
れ
よ
う
と
い
う
も
の
。

　
第
１
回
は
５

　
第
１
回
は
５
月
25
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ

日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
、
20

人
が
参
加
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
複
合
施
設
で
し
た

人
が
参
加
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
複
合
施
設
で
し
た

い
こ
と
」。

い
こ
と
」。 「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
予
約
」

「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
予
約
」

「
本
の
感
想
交
換
会
」「
無
線
L
A
N
で
パ
ソ
コ
ン
」

「
本
の
感
想
交
換
会
」「
無
線
L
A
N
で
パ
ソ
コ
ン
」

「
B
G
M
を
流
す
」

「
B
G
M
を
流
す
」 「
緑
の
中
で
く
つ
ろ
ぎ
た
い
」

「
緑
の
中
で
く
つ
ろ
ぎ
た
い
」

「
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
」
な
ど
様
々
な

「
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
」
な
ど
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
た
（
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

意
見
が
出
さ
れ
た
（
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
）。
第
２
回
は
7
月
1
日
（
火
）
に
実
施
、
テ
ー

照
）。
第
２
回
は
7
月
1
日
（
火
）
に
実
施
、
テ
ー

マ
は
「
サ
ー
ビ
ス
・
事
業
」、「
読
み
聞
か
せ
を
す

マ
は
「
サ
ー
ビ
ス
・
事
業
」、「
読
み
聞
か
せ
を
す

る
人
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（
図
書
館
）、「
子

る
人
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」（
図
書
館
）、「
子

ど
も
の
た
め
の
郷
土
料
理
講
座
」「
プ
ロ
に
よ
る

ど
も
の
た
め
の
郷
土
料
理
講
座
」「
プ
ロ
に
よ
る

和
菓
子
教
室
」（
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
）
な
ど
、

和
菓
子
教
室
」（
キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
）
な
ど
、

多
数
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
次
回
以
降
は
「
情
報

多
数
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
次
回
以
降
は
「
情
報

発
信
」「
市
民
参
画
」「
管
理
運
営
方
針
」
が
テ
ー

発
信
」「
市
民
参
画
」「
管
理
運
営
方
針
」
が
テ
ー

マ
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

マ
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
と
は
別
に
、
関
係
団
体
や
専
門
家
に
よ
る

　
こ
れ
と
は
別
に
、
関
係
団
体
や
専
門
家
に
よ
る

「
専
門
委
員
会
」
も
組
織
さ
れ
、
意
見
聴
取
・
議

「
専
門
委
員
会
」
も
組
織
さ
れ
、
意
見
聴
取
・
議

論
が
進
ん
で
い
る
。
主
に
利
用
者
に
よ
る
「
駅
前

論
が
進
ん
で
い
る
。
主
に
利
用
者
に
よ
る
「
駅
前

複
合
施
設
運
営
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、
主
に
専
門

複
合
施
設
運
営
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、
主
に
専
門

家
に
よ
る
「
専
門
委
員
会
」
で
出
さ
れ
た
意
見
は
、

家
に
よ
る
「
専
門
委
員
会
」
で
出
さ
れ
た
意
見
は
、

庁
内
の
関
連
部
署
課
長
ら
に
よ
る
「
管
理
運
営
方

庁
内
の
関
連
部
署
課
長
ら
に
よ
る
「
管
理
運
営
方

針
策
定
委
員
会
」
で
改
め
て
議
論
さ
れ
、
運
営
方

針
策
定
委
員
会
」
で
改
め
て
議
論
さ
れ
、
運
営
方

針
に
盛
り
込
ま
れ
る
予
定
だ
。
事
務
局
は
市
企
画

針
に
盛
り
込
ま
れ
る
予
定
だ
。
事
務
局
は
市
企
画

政
策
課
が
担
当
す
る
。
他
自
治
体
の
成
功
事
例
な

政
策
課
が
担
当
す
る
。
他
自
治
体
の
成
功
事
例
な

ど
も
参
考
に
し
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ

ど
も
参
考
に
し
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
る
こ

と
を
望
む
。

と
を
望
む
。

■ 毎月25日発行 vol.34シバタ オレンジ プレス

駅前複合施設・民間棟の本設計案

発行人＝阿部 聡
発行所／（有）アミックス
〒957-0021　新発田市五十公野 4837-6
tel 090-2733-3568　fax 0254-23-6946

Sibata Orange Press

特集

「しばた」
　　　を知って楽しみ、

　「新しいしばた」
　　　　の町をつくる新聞

平成26年7月25日号

民
間
棟
は
商
業
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設
と
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エ
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7
月
5
日
（
土
）
午
後
6
時
半
か
ら
、
中
央
町

　
7
月
5
日
（
土
）
午
後
6
時
半
か
ら
、
中
央
町

の
喫
茶
2
楽
章
で
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
高
橋
初
花

の
喫
茶
2
楽
章
で
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
高
橋
初
花

（
う
い
か
）
さ
ん
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が

（
う
い
か
）
さ
ん
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
が

開
か
れ
た
。助
っ
人
に
バ
ス
の
普
久
原
武
学
さ
ん
、

開
か
れ
た
。助
っ
人
に
バ
ス
の
普
久
原
武
学
さ
ん
、

ピ
ア
ノ
の
西
本
久
美
子
さ
ん
が
駆
け
つ
け
た
。

ピ
ア
ノ
の
西
本
久
美
子
さ
ん
が
駆
け
つ
け
た
。

　
曲
目
は
山
田
耕
筰
の
「
こ
の
道
」、ド
イ
ツ
リ
ー

　
曲
目
は
山
田
耕
筰
の
「
こ
の
道
」、ド
イ
ツ
リ
ー

ト
、
オ
ペ
ラ
の
名
曲
で
難
曲
と
し
て
知
ら
れ
る
オ

ト
、
オ
ペ
ラ
の
名
曲
で
難
曲
と
し
て
知
ら
れ
る
オ

ペ
ラ
の
「
こ
の
心
の
光
」「
夜
の
女
王
の
ア
リ
ア
」

ペ
ラ
の
「
こ
の
心
の
光
」「
夜
の
女
王
の
ア
リ
ア
」

な
ど
、そ
し
て
ア
ン
コ
ー
ル
に
は
蕗
谷
虹
児
の「
花

な
ど
、そ
し
て
ア
ン
コ
ー
ル
に
は
蕗
谷
虹
児
の「
花

嫁
人
形
」、
聴
衆
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
特
別
に

嫁
人
形
」、
聴
衆
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
特
別
に

カ
ッ
チ
ー
ニ
の
「
ア
ベ
マ
リ
ア
」
が
披
露
さ
れ
、

カ
ッ
チ
ー
ニ
の
「
ア
ベ
マ
リ
ア
」
が
披
露
さ
れ
、

約
40
人
、
満
席
の
観
客
の
喝
采
を
浴
び
た
。

人
、
満
席
の
観
客
の
喝
采
を
浴
び
た
。

　
高
橋
初
花
さ
ん
は
藤
原
歌
劇
団
所
属
の
歌
手
だ

　
高
橋
初
花
さ
ん
は
藤
原
歌
劇
団
所
属
の
歌
手
だ

が
、
父
が
新
発
田
市
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

が
、
父
が
新
発
田
市
出
身
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
縁
で
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
現
し
た
。
2
楽

の
縁
で
今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
実
現
し
た
。
2
楽

章
は
音
の
響
き
も
良
く
、
生
の
歌
声
な
ら
で
は
の

章
は
音
の
響
き
も
良
く
、
生
の
歌
声
な
ら
で
は
の

迫
力
、「
夜
の
女
王
の
ア
リ
ア
」
で
は
コ
ル
ラ

迫
力
、「
夜
の
女
王
の
ア
リ
ア
」
で
は
コ
ル
ラ

ト
ゥ
ー
ラ
と
い
わ
れ
る
超
絶
技
巧
、
木
下
牧
子
の

ト
ゥ
ー
ラ
と
い
わ
れ
る
超
絶
技
巧
、
木
下
牧
子
の

「
竹
と
ん
ぼ
に
」
の
や
さ
し
い
歌
唱
は
心
を
打
つ

「
竹
と
ん
ぼ
に
」
の
や
さ
し
い
歌
唱
は
心
を
打
つ

も
の
だ
っ
た
。

も
の
だ
っ
た
。

 

　
日
本
４
大
ア
ヤ
メ
園
の
一
つ
、
３
０
０
品
種
、

　
日
本
４
大
ア
ヤ
メ
園
の
一
つ
、
３
０
０
品
種
、

約
60
万
本
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
な
ど
で
知
ら
れ
る
五

万
本
の
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
な
ど
で
知
ら
れ
る
五

十
公
野
公
園
で
6

十
公
野
公
園
で
6
月
14
日（
土
）

日（
土
）〜
30
日（
月
）、「
し

日（
月
）、「
し

ば
た
あ
や
め
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

ば
た
あ
や
め
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
駐
車
場
隣
に
は
ス
テ
ー
ジ
が
設
置
さ
れ
、
月
岡

　
駐
車
場
隣
に
は
ス
テ
ー
ジ
が
設
置
さ
れ
、
月
岡

芸
妓
の
舞
や
高
校
生
の
吹
奏
楽
、
よ
さ
こ
い
な
ど

芸
妓
の
舞
や
高
校
生
の
吹
奏
楽
、
よ
さ
こ
い
な
ど

が
披
露
さ
れ
、「
新
潟
プ
ロ
レ
ス
」
興
業
も
行
わ

が
披
露
さ
れ
、「
新
潟
プ
ロ
レ
ス
」
興
業
も
行
わ

れ
た
。

れ
た
。

　
29
日
（
日
）
に
は
ア
ヤ
メ
に
縁
の
あ
る
全
国

日
（
日
）
に
は
ア
ヤ
メ
に
縁
の
あ
る
全
国
の

11
自
治
体
が
集
ま
っ
て
、
ア
ヤ
メ
を
観
光
に
生
か

自
治
体
が
集
ま
っ
て
、
ア
ヤ
メ
を
観
光
に
生
か

す
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
が
話
し
合
わ
れ
、長
淵（
志

す
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
が
話
し
合
わ
れ
、長
淵（
志

穂
美
）
悦
子
さ
ん
が
あ
や
め
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー

穂
美
）
悦
子
さ
ん
が
あ
や
め
を
使
っ
た
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
作
品
を
制
作
・
発
表
し
た
。

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
作
品
を
制
作
・
発
表
し
た
。

　
期
間
中
の
来
園
者
は
約
4
万
1
千
人
（
主
催
者

期
間
中
の
来
園
者
は
約
4
万
1
千
人
（
主
催
者

発
表
）。今
年
は
手
入
れ
も
良
か
っ
た
た
め
花
の「
当

発
表
）。今
年
は
手
入
れ
も
良
か
っ
た
た
め
花
の「
当

た
り
年
」
と
な
っ
た
が
、
昨
年
花
の
状
態
が
よ
く

た
り
年
」
と
な
っ
た
が
、
昨
年
花
の
状
態
が
よ
く

な
か
っ
た
こ
と
を
受
け
て
旅
行
会
社
が
パ
ッ
ク
ツ

な
か
っ
た
こ
と
を
受
け
て
旅
行
会
社
が
パ
ッ
ク
ツ

ア
ー
を
中
止
に
す
る
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
最
盛

ア
ー
を
中
止
に
す
る
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
最
盛

期
に
期
に
は
10
万
人
以
上
を
数
え
た
観
光
客
は
下
げ
止

万
人
以
上
を
数
え
た
観
光
客
は
下
げ
止

ま
っ
て
い
る
。
新
た
な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

ま
っ
て
い
る
。
新
た
な
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。

　
新
発
田
商
業
高
校
・
商
業
ク
ラ
ブ
（
部
長
・
木

　
新
発
田
商
業
高
校
・
商
業
ク
ラ
ブ
（
部
長
・
木

川
耀
さ
ん
）
が
パ
ワ
ー
リ
ー
フ
を
新
発
田
の
特
産

川
耀
さ
ん
）
が
パ
ワ
ー
リ
ー
フ
を
新
発
田
の
特
産

に
し
よ
う
と
、
パ
ワ
ー
リ
ー
フ
入
り
ど
ら
焼
き

に
し
よ
う
と
、
パ
ワ
ー
リ
ー
フ
入
り
ど
ら
焼
き

「
に
ゅ
う
は
あ
と
」、
パ
ワ
ー
リ
ー
フ
入
り
パ
ス
タ

「
に
ゅ
う
は
あ
と
」、
パ
ワ
ー
リ
ー
フ
入
り
パ
ス
タ

「
M
a
n
y

「
M
a
n
y    
H
e
a
r
t
」
を
開
発
し
た
。

H
e
a
r
t
」
を
開
発
し
た
。

　
ど
ら
焼
き
は
パ
ワ
ー
リ
ー
フ
を
生
地
に
練
り
込

　
ど
ら
焼
き
は
パ
ワ
ー
リ
ー
フ
を
生
地
に
練
り
込

ん
で
モ
ッ
チ
リ
感
を
出
し
た
。
パ
ス
タ
は
ほ
ん
の

ん
で
モ
ッ
チ
リ
感
を
出
し
た
。
パ
ス
タ
は
ほ
ん
の

り
草
の
香
り
で
、
の
ど
越
し
も
な
め
ら
か
な
一
品

り
草
の
香
り
で
、
の
ど
越
し
も
な
め
ら
か
な
一
品

に
仕
上
げ
た
。市
内
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
販
売
す
る
。

に
仕
上
げ
た
。市
内
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
販
売
す
る
。

　
ま
た
、
こ
の
パ
ス
タ
は
駅
前
の
キ
ッ
チ
ン
コ
コ

　
ま
た
、
こ
の
パ
ス
タ
は
駅
前
の
キ
ッ
チ
ン
コ
コ

ロ
（
新
発
田
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
1
階
、
日
・

ロ
（
新
発
田
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
1
階
、
日
・

第
1
月
曜
休
）
で
「
ひ
ん
や
り
つ
け
麺
パ
ス
タ
〜

第
1
月
曜
休
）
で
「
ひ
ん
や
り
つ
け
麺
パ
ス
タ
〜

特
製
味
噌
だ
れ
&
ソ
ー
ダ
」
と
し
て
昼
の
み
提
供

特
製
味
噌
だ
れ
&
ソ
ー
ダ
」
と
し
て
昼
の
み
提
供

中
だ
。
新
発
田
野
菜
の
サ
ラ
ダ
&
フ
ラ
イ
・
鶏

中
だ
。
新
発
田
野
菜
の
サ
ラ
ダ
&
フ
ラ
イ
・
鶏

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
・
味
玉
・
カ
ポ
ナ
ー
タ
・
プ
チ
デ

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー
・
味
玉
・
カ
ポ
ナ
ー
タ
・
プ
チ
デ

ザ
ー
ト
付
き
で
千
円
、
ヘ
ル
シ
ー
で
お
得
。
最
初

ザ
ー
ト
付
き
で
千
円
、
ヘ
ル
シ
ー
で
お
得
。
最
初

は
味
噌
だ
れ
で
、
次
は
ソ
ー
ダ
を
た
れ
に
入
れ
、

は
味
噌
だ
れ
で
、
次
は
ソ
ー
ダ
を
た
れ
に
入
れ
、

最
後
に
カ
ポ
ナ
ー
タ
を
入
れ
て
い
た
だ
け
ば
美
味

最
後
に
カ
ポ
ナ
ー
タ
を
入
れ
て
い
た
だ
け
ば
美
味

し
さ
が
3
度
味
わ
え
る
ス
グ
レ
モ
ノ
。
付
け
合
わ

し
さ
が
3
度
味
わ
え
る
ス
グ
レ
モ
ノ
。
付
け
合
わ

せ
の
ゆ
で
た
パ
ワ
ー
リ
ー
フ
で
パ
ス
タ
を
包
ん
で

せ
の
ゆ
で
た
パ
ワ
ー
リ
ー
フ
で
パ
ス
タ
を
包
ん
で

食
べ
た
と
き
の
ほ
の
か
な
苦
み
が
ク
セ
に
な
る
。

食
べ
た
と
き
の
ほ
の
か
な
苦
み
が
ク
セ
に
な
る
。

一
度
お
試
し
を
。

一
度
お
試
し
を
。

　
6
　
6
月
29
日
（
日
）、
金
升
酒
造
で
「
升
々
楽
座
・

日
（
日
）、
金
升
酒
造
で
「
升
々
楽
座
・

金
升
蔵
ま
つ
り
」
と
称
し
て
、自
社
清
酒
の
試
飲
・

金
升
蔵
ま
つ
り
」
と
称
し
て
、自
社
清
酒
の
試
飲
・

販
売
会
が
行
わ
れ
た
。
特
に
人
気
だ
っ
た
の
は
当

販
売
会
が
行
わ
れ
た
。
特
に
人
気
だ
っ
た
の
は
当

日
限
定
の
吟
醸
酒
で
多
く
の
人
が
買
い
求
め
て
い

日
限
定
の
吟
醸
酒
で
多
く
の
人
が
買
い
求
め
て
い

た
。
特
製
樽
酒
や
特
製
冷
や
し
甘
酒
が
無
料
で
振

た
。
特
製
樽
酒
や
特
製
冷
や
し
甘
酒
が
無
料
で
振

る
舞
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
中
、

る
舞
わ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、ゲ
リ
ラ
豪
雨
の
中
、

市
内
外
か
ら
約
千
人
が
訪
れ
、
昭
和
初
期
建
造
の

市
内
外
か
ら
約
千
人
が
訪
れ
、
昭
和
初
期
建
造
の

蔵
、
趣
あ
る
庭
園
を
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
散
策
し
て

蔵
、
趣
あ
る
庭
園
を
ほ
ろ
酔
い
気
分
で
散
策
し
て

い
た
。

い
た
。

　
午
前
と
午
後
に
開
か
れ
た
酒
蔵
見
学
ツ
ア
ー
も

　
午
前
と
午
後
に
開
か
れ
た
酒
蔵
見
学
ツ
ア
ー
も

好
評
で
各
回
約
１
０
０
人
が
「
３
段
仕
込
み
」
の

好
評
で
各
回
約
１
０
０
人
が
「
３
段
仕
込
み
」
の

話
な
ど
、
興
味
深
そ
う
に
聞
い
て
い
た
。

話
な
ど
、
興
味
深
そ
う
に
聞
い
て
い
た
。

　
同
時
開
催
の
「
手
し
ご
と
市
」

　
同
時
開
催
の
「
手
し
ご
と
市
」
は
11
店
舗
が
出

店
舗
が
出

店
し
、木
製
の
酒
器
が
人
気
を
集
め
て
い
た
ほ
か
、

店
し
、木
製
の
酒
器
が
人
気
を
集
め
て
い
た
ほ
か
、

似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
は
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
た
。

似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
は
子
ど
も
た
ち
に
喜
ば
れ
た
。

　
飲
食
ブ
ー
ス
の
割
烹
喜
久
屋
の
「
く
じ
ら
汁
」

　
飲
食
ブ
ー
ス
の
割
烹
喜
久
屋
の
「
く
じ
ら
汁
」

や
実
演
販
売
の
「
く
ず
き
り
」、
キ
ッ
チ
ン
コ
コ

や
実
演
販
売
の
「
く
ず
き
り
」、
キ
ッ
チ
ン
コ
コ

ロ
の
「
ハ
ン
バ
ー
グ
」・「
チ
ー
ズ
」
も
大
人
気
で

ロ
の
「
ハ
ン
バ
ー
グ
」・「
チ
ー
ズ
」
も
大
人
気
で

お
昼
前
に
売
り
切
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

お
昼
前
に
売
り
切
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト　
　
　

 

押
し
!

に
ぎ
や
か
さ
増
す
新
発
田

パ
ワ
ー
リ
ー
フ
商
品
化

パ
ワ
ー
リ
ー
フ
商
品
化

　
　
　

　
　
　
パ
ワ
ー
リ
ー
フ
商
品
化

　
　
　
◆
新
発
田
商
業
高
校
・
商
業
ク
ラ
ブ

◆
五
十
公
野
公
園

◆
喫
茶
2
楽
章

◆
金
升
酒
造
㈱
酒
蔵
・
構
内

あ
や
め
ま
つ
り

あ
や
め
ま
つ
り

　
　
　

　
　
　
あ
や
め
ま
つ
り

　
　
　

高
橋
初
花
コ
ン
サ
ー
ト

高
橋
初
花
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　

　
　
　
高
橋
初
花
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　

金
升
蔵
ま
つ
り

金
升
蔵
ま
つ
り

　
　
　

　
　
　
金
升
蔵
ま
つ
り

　
　
　

ひんやりつけ麺パスタひんやりつけ麺パスタひんやりつけ麺パスタ

商業クラブ商業クラブ

どら焼き「にゅうはあと」どら焼き「にゅうはあと」

商業クラブ

どら焼き「にゅうはあと」

あやめサミット

め
じ
ろ

似顔似顔絵・にこまるにこまる似顔絵・にこまる

酒蔵見学酒蔵見学酒蔵見学

特製樽酒のサービス

中央が高橋初花さん

く
じ
ら
汁

く
じ
ら
汁

く
じ
ら
汁



阿
賀
野
川

新新バイパス
R7

新発田→

R7 中条→
新発田 IC

新発田南高校

第四銀行

新
発
田
駅

月
岡
温
泉
↓

R
2
9
0R

4
6
0

花安

新
発
田

農
業
高
校

イオン

豊浦病院

旧水原
↓

新発田南高校

新発田店

松崎店カワチ

イオン

小嶋屋
総本舗

湯ったり苑

一日市IC

海老ケ瀬
IC

●新発田店　9：00～18：00　
新発田市荒町1480
☎0254-20-2229
●松崎店　9：00～19：00
新潟市東区新松崎1-6-14
☎025-274-2229

0　

9

フェスタ
お盆
フェスタ
お盆
フェスタ
お盆

阿
賀
野
川川

R7 中条→
新発田 IC 第四銀行

新農発田南高校発田南高校新発発新発新発新発田 校新発田 校新新発田南高校発田南発発新発田南高校発田南高新新発田南高校新発田南高校新発田南高校

小嶋屋
総本舗

湯ったり苑苑00

メロン、桃、
ぶどう、スイカなどなどメロン、桃、
ぶどう、スイカなど盆用墓花盆用墓花
メメメメメ
ぶぶぶぶぶ墓花墓花墓花 500500円～円～500円～

随時ご予約承
り中

（本体価格）

8/9
8/13
▼

土

木

9土土

期日：8月2日（土）
場所：清水園　書院
時間：午後6：30～8：30

●新発田に伝わる伝説 
●お化け話や楽しい笑い話など

主催／しばた IRORI の会
後援／新発田中央公民館
問合わせ／松川美恵子
☎090-8617-6968

子どもさんも夏休み！
ご家族揃って夕涼みがてらお越し下さい。

夜が夜がたり夜が夜がたり夜がたり

むか～し、昔から暮らしの中に息づき、
どこの家でも語られてきた昔話を大勢
の語り手が、たくさん語ります。

随時づき、
どこの家でも語られてきた昔話を大勢
の語り手が たくさん語ります

むか～し、昔から暮らしの中に息づ
どこの家でも語られてきた昔話を大

と～んと昔
あったてんがのー

随づきらしの中に息づ

昔
のーのーてんがのてんがの

入場
無料

施設や学校等
ご希望があれば
お伺いします

歌曲＆シャンソン

第二部 アンドレ・メサジェのェのオペレッタ
「クー・ドゥ・ルリ」～恋のひと揺れ～～恋のひと揺れ～

歌曲＆シャンソン

アンドレ・メサジェのオペレッタ
「クー・ドゥ・ルリ」～恋のひと揺れ～

／アンピール劇場の歌姫／夢の
あとに／愛の賛歌／指揮者は恋してる／バラ
色の人生／ミラボー橋／モンマルトルの丘 他
歌とお話：村田健司　ソプラノ：石井愛　
ピアノ：染矢早裕子　キーボード：三橋洋子

フランス海軍士官ケルマオと代議士の娘ベア
トリス。船上で出会った二人…。揺れる船の
上で恋心が芽生える…。代議士や女優・船長
を巻き込んでの大騒動！

テアトル・オペレッタ・
フランセーズ

～フランス音楽の世界～
【監修：村田健司　全字幕付き】

石井愛
ソプラノリサイタル

・・オペレッオペレッタタ・・
セーズ
リサイタルル

in新発田

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

8/92014 土 19：00開演（18：30 開場）
新発田市生涯学習センター講堂

☎0254-26-7191

お問い合わせ：石井 愛 ☎0254-41-2600

■入場料 1,500 円（高校生以下 1,000 円）

歌曲＆シャンソン歌曲＆シ歌曲＆シャンソン
／アンピール劇場の歌姫／夢の

あとに／愛の賛歌／指揮者は恋してる／バラ

～フランス音楽の世界～フランス音楽の世界
【監修：村田健司　全字幕付き】

ソプラノリリサイタルル

紫雲寺出身のソプラノ歌手石井愛の
恩師村田健司氏を東京から迎え、軽やかで
おしゃれな音楽を皆様にお届けします
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南
バ
イ
パ
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新
発
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地域交流地域交流
センターセンター

生涯学習
センター
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都市間交流軸

都市内交流軸
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↑
加治

食品団地

サトウ食品
凸版

赤
谷
→

↓月岡

水原↓

新
発
田

農
高

本丸中

二葉小

西新発田
高校

猿橋小

コモタウン

敬和学園大学

←佐々木

←新潟

県
地
域
整
備
局

五十公野バイパス

①

②

③

↑
加加

西新発田駅

3

　
平
　
平
成
23
年
3
月
に
市
街
化
区
域
編
入
お
よ
び
用

年
3
月
に
市
街
化
区
域
編
入
お
よ
び
用

途
地
域
変
更
さ
れ
た
市
街
地
新
規
開
発
エ
リ
ア
が

途
地
域
変
更
さ
れ
た
市
街
地
新
規
開
発
エ
リ
ア
が

あ
る
。
最
近
の
調
査
で
は
、
こ
の
新
規
開
発
地
域

あ
る
。
最
近
の
調
査
で
は
、
こ
の
新
規
開
発
地
域

の
う
ち
、
富
塚
町
1
・
2
・
3
丁
目
地
区
、
富
塚

の
う
ち
、
富
塚
町
1
・
2
・
3
丁
目
地
区
、
富
塚

町
2
丁
目
地
区
、
東
新
町
東
豊
側
地
区
、
東
新
町

町
2
丁
目
地
区
、
東
新
町
東
豊
側
地
区
、
東
新
町

商
高
側
地
区
の
4
エ
リ
ア
で
、
市
外
か
ら
の
転
入

商
高
側
地
区
の
4
エ
リ
ア
で
、
市
外
か
ら
の
転
入

世
帯
世
帯
が
70
%
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

%
を
超
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
新
規
開
発
住
宅
２
４
４
世
帯
の
う
ち
、
１
７
０

　
新
規
開
発
住
宅
２
４
４
世
帯
の
う
ち
、
１
７
０

世
帯
が
市
外
か
ら
の
転
入
、
市
内
か
ら
の
移
動

世
帯
が
市
外
か
ら
の
転
入
、
市
内
か
ら
の
移
動
は

74
世
帯
だ
っ
た
。
市
外
か
ら
の
転
入
を
み
る
と
、

世
帯
だ
っ
た
。
市
外
か
ら
の
転
入
を
み
る
と
、

前
住
所
で
最
も
多
い
も
の
は
新
潟
市
か
ら

前
住
所
で
最
も
多
い
も
の
は
新
潟
市
か
ら
で
29
・

７
%
、
以
下
胎
内
市
８

７
%
、
以
下
胎
内
市
８
・
１
、
村
上
市
５

１
、
村
上
市
５
・
９

%
、
聖
籠
町
２

%
、
聖
籠
町
２
・
７
%
、
阿
賀
野
市
２

７
%
、
阿
賀
野
市
２
・
１
%
、

１
%
、

そ
の
他
５

そ
の
他
５
・
４
%
で
、
県
外
か
ら
の
転
入

４
%
で
、
県
外
か
ら
の
転
入
は
16
%

と
な
っ
て
い
る
。

と
な
っ
て
い
る
。

　
新
潟
市
か
ら
は
、
南
バ
イ
パ
ス
開
通
で
通
勤
時

　
新
潟
市
か
ら
は
、
南
バ
イ
パ
ス
開
通
で
通
勤
時

間
距
離
が
さ
ら
に
短
縮
さ
れ
た
こ
と
や
、
新
潟
市

間
距
離
が
さ
ら
に
短
縮
さ
れ
た
こ
と
や
、
新
潟
市

に
比
べ
て
地
価
が
安
い
こ
と
な
ど
が
転
入
の
理
由

に
比
べ
て
地
価
が
安
い
こ
と
な
ど
が
転
入
の
理
由

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
は
先
に
発
表
さ
れ
た
「
消
滅
す
る
市
町
村

　
こ
れ
は
先
に
発
表
さ
れ
た
「
消
滅
す
る
市
町
村

全
５
２
３
リ
ス
ト
」
に
阿
賀
野
市
が
含
ま
れ
な

全
５
２
３
リ
ス
ト
」
に
阿
賀
野
市
が
含
ま
れ
な

か
っ
た
最
大
の
理
由
、
阿
賀
野
市
が
国

か
っ
た
最
大
の
理
由
、
阿
賀
野
市
が
国
道
49
号
線
号
線

バ
イ
パ
ス
の
完
成
に
よ
り
、
新
潟
市
中
心
部
か
ら

バ
イ
パ
ス
の
完
成
に
よ
り
、
新
潟
市
中
心
部
か
ら

の
時
間
距
離

の
時
間
距
離
が
30
分
を
切
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
新

分
を
切
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
新

潟
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
生
き
残
る
と
予
想

潟
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
生
き
残
る
と
予
想

さ
れ
た
こ
と
と
同
様
の
理
由
で
あ
る
。

さ
れ
た
こ
と
と
同
様
の
理
由
で
あ
る
。

　
胎
内
市
・
村
上
市
な
ど
か
ら
の
転
入
の
理
由
は
、

　
胎
内
市
・
村
上
市
な
ど
か
ら
の
転
入
の
理
由
は
、

交
通
の
便
の
良
さ
の
ほ
か
に
、教
育
環
境
や
医
療
・

交
通
の
便
の
良
さ
の
ほ
か
に
、教
育
環
境
や
医
療
・

福
祉
関
係
施
設
が
そ
れ
ら
の
自
治
体
よ
り
勝
っ
て

福
祉
関
係
施
設
が
そ
れ
ら
の
自
治
体
よ
り
勝
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は

い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
新
発
田
市
内
で
定
職
を
得

な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
新
発
田
市
内
で
定
職
を
得

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
転
入
者
を
増
や
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
転
入
者
を
増
や
す

こ
と
は
可
能
だ
。
ま
ず
は
市
外
か
ら
の
転
入
者
に

こ
と
は
可
能
だ
。
ま
ず
は
市
外
か
ら
の
転
入
者
に

聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
市
外
か
ら
の
転
入
の

聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
市
外
か
ら
の
転
入
の

理
由
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
裏
付
け
と
し
て
転

理
由
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
裏
付
け
と
し
て
転

入
者
増
に
向
け
て
の
対
策
に
反
映
す
る
こ
と
が
肝

入
者
増
に
向
け
て
の
対
策
に
反
映
す
る
こ
と
が
肝

要
だ
。

要
だ
。

　
ま
た
、
市
内
か
ら
の
移
動

ま
た
、
市
内
か
ら
の
移
動
は
74
世
帯
で
、
そ
の

世
帯
で
、
そ
の

う
ち
41
世
帯
世
帯
（
55
%
）
は
ア
パ
ー
ト
か
ら
戸
建
と

%
）
は
ア
パ
ー
ト
か
ら
戸
建
と

し
た
世
帯
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
市
内
間
移
動

し
た
世
帯
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
な
る
市
内
間
移
動

で
は
な
く
、
市
外
の
分
譲
地
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
流

で
は
な
く
、
市
外
の
分
譲
地
や
マ
ン
シ
ョ
ン
に
流

失
す
る
こ
と
な
く
、市
内
に
定
住
し
た
世
帯
で
あ
る
。

失
す
る
こ
と
な
く
、市
内
に
定
住
し
た
世
帯
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
雇
用
機
会
の
創
出
と
と
も

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
雇
用
機
会
の
創
出
と
と
も

に
サ
ブ
的
に
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
道
路
な
ど

に
サ
ブ
的
に
中
心
市
街
地
の
活
性
化
、
道
路
な
ど

の
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
教
育
・
医
療
・
福
祉

の
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
教
育
・
医
療
・
福
祉

の
充
実
が
人
口
流
出
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
市
外
か

の
充
実
が
人
口
流
出
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
市
外
か

ら
の
転
入
に
よ
る
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
が

ら
の
転
入
に
よ
る
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
が

分
か
る
。

分
か
る
。

　
市
長
の
掲
げ
る
「
産
業
振
興
で
雇
用
創
出
、
子

　
市
長
の
掲
げ
る
「
産
業
振
興
で
雇
用
創
出
、
子

育
て
支
援
、
教
育
の
充
実
」
と
の
方
針
は
新
発
田

育
て
支
援
、
教
育
の
充
実
」
と
の
方
針
は
新
発
田

市
を
持
続
的
に
発
展
・
継
承
す
る
た
め
に
は
有
効

市
を
持
続
的
に
発
展
・
継
承
す
る
た
め
に
は
有
効

な
施
策
だ
。
か
じ
取
り
役
で
あ
る
市
職
員
や
関
係

な
施
策
だ
。
か
じ
取
り
役
で
あ
る
市
職
員
や
関
係

団
体
、
市
民
と
意
識
を
共
有
し
て
こ
れ
ら
の
施
策

団
体
、
市
民
と
意
識
を
共
有
し
て
こ
れ
ら
の
施
策

を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

新
規
開
発
地
の
新
築
世
帯
の

約
70
%
が
市
外
か
ら
の
転
入

外環
状線

中
環
状
線

まちづくりイメージ図
（「平成24年新発田市都市計画道路見直し方針」を参考に作成）

① 島潟荒町線（東新工区・358m）
② 西新発田五十公野線（東豊工区・912m）
③ 五十公野公園荒町線（1,307m）

26年度
都市計画道路
整備区間

富塚町

市外市外からから54％54％市外から54％

新潟市
29.7％

胎内市
8.1％

村上市
5.9％

聖籠町
2.7％阿賀野市

2.1％
その他
5.4％

新規開発地での転入者の割合

2

市内間移動市内間移動
30％30％

市内間移動
30％

（244世帯の分析）

その他
5 4％

県外県外から16％6％県外から16％

A 富塚町 1・2・3丁目地区
B富塚町2丁目地区
C 東新町東豊側地区
D東新町商高側地区

A

B
C

D

東新町



サービス体験内覧会

●サービス付き高齢者向け住宅（46室）
●地域密着型 特別養護老人ホーム（29室）
●ショートステイ（29室）
●デイサービスセンター（定員25名）
●認知症対応型 デイサービスセンター（定員12名）
●居宅介護支援事業所

喫茶コーナー
●10：30～17：30
管理栄養士　淸田優理香
〈新発田産野菜を使ったデザート〉　

●11：00 歌謡ショー　浅田光二様
●14：00 木遣り　　　小島正己様
　　　  　 歌謡ショー　市井辰樹（職員）
●16：00 木遣り　　　小島正己様
　　　  　 歌謡ショー　市井辰樹（職員）

●11：00 歌謡ショー　浅田光二様様
●14：00 木遣り　　　小島正己様様

歌謡ショー 市井辰樹

●10：30～17：00
○コケ玉作り　
○アロマルームスプレー

（職員）
●16：00 木遣り　　　小島正己様様
　　  　歌謡ショー　市井辰樹（職員）（職員）

　　  　歌謡ショ 　市井辰樹

●10：30～17：00
○コケ玉作り　
○アロマルームスプレー

グリーンコートグリーンコート
ウオロク店ウオロク店
グリーンコート
ウオロク店

R7→

生涯学習
センター

消防署

↑新発田城

図書館

市役所

〒
郵便局

◀

パ
ル
コ
ン
フ
ィ
陽
だ
ま
り
苑
、

中
央
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
跡
地
に
開
設

中
心
市
街
地
の
人
口
は

20
年
で
7
割
に
減
っ
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
そ
の
ま
ま
に

生
活
の
質
を
無
理
な
く
楽
し
く
維
持
で
き
る

新
発
田
市
の
将
来
像
を
考
え
る
と
き

少
子
化
と
高
齢
者
対
策
を
セ
ッ
ト
で

4

　
中
心
市
街
地
の
人
口
減
少
が
著
し
い
。
平
成
２

　
中
心
市
街
地
の
人
口
減
少
が
著
し
い
。
平
成
２

年
と
20
年
の
国
勢
調
査
で
比
較
す
る
と
、
最
大
の

年
の
国
勢
調
査
で
比
較
す
る
と
、
最
大
の

減
少
率
は
大
手
町
4
丁
目
で
３
９
８
人
が
１
９
３

減
少
率
は
大
手
町
4
丁
目
で
３
９
８
人
が
１
９
３

人
減
っ
て
２
０
５
人

人
減
っ
て
２
０
５
人
（
48
%
減
）、
次
い
で
大
手

%
減
）、
次
い
で
大
手

町
6
丁
目
で
７
６
５
人
が
３
６
９
人
減
っ
て
３
９

町
6
丁
目
で
７
６
５
人
が
３
６
９
人
減
っ
て
３
９

６
人
６
人
（
48
%
減
）、
大
栄
町
7
丁
目
で
５
３
６
人

%
減
）、
大
栄
町
7
丁
目
で
５
３
６
人

が
２
３
１
人
減
っ
て
３
０
５
人
（

が
２
３
１
人
減
っ
て
３
０
５
人
（
43
%
減
）、
中

%
減
）、
中

央
町
１
丁
目
で
３
９
８
人
が
１
７
１
人
減
っ
て
２

央
町
１
丁
目
で
３
９
８
人
が
１
７
１
人
減
っ
て
２

２
７
人
（

２
７
人
（
43
%
減
）
と
続
く
。
中
心

%
減
）
と
続
く
。
中
心
部
25
町
丁
目

町
丁
目

全
体
で
は
１
万
９
千
２
４
１
人
か
ら
５
千
３
８
２

全
体
で
は
１
万
９
千
２
４
１
人
か
ら
５
千
３
８
２

人
減
っ
て
１
万
３
千
８
５
９
人

人
減
っ
て
１
万
３
千
８
５
９
人
（
2828
%
減
）
で

%
減
）
で
、

20
年
で
人
口
は
7
割
に
減
っ
た
。

年
で
人
口
は
7
割
に
減
っ
た
。

　
中
心
市
街
地
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

　
中
心
市
街
地
の
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
、
市
は
昨
年
か
ら
こ
の
地
域
に
限
定
し
て
市

た
め
、
市
は
昨
年
か
ら
こ
の
地
域
に
限
定
し
て
市

外
か
ら
の
新
築
な
ど
の
転
入
者
に
最
高
１
５
０
万

外
か
ら
の
新
築
な
ど
の
転
入
者
に
最
高
１
５
０
万

円
の
補
助
を
行
う
「
定
住
化
促
進
事
業
」
を
開
始

円
の
補
助
を
行
う
「
定
住
化
促
進
事
業
」
を
開
始

し
た
。
昨
年
の
新
築
移
住
は
２
世
帯
、
今
年
は
６

し
た
。
昨
年
の
新
築
移
住
は
２
世
帯
、
今
年
は
６

月
末
ま
で
に
２
世
帯
と
、
ま
だ
劇
的
な
効
果
は
あ

月
末
ま
で
に
２
世
帯
と
、
ま
だ
劇
的
な
効
果
は
あ

げ
て
い
な
い
。

げ
て
い
な
い
。

　
ま
た
、
当
然
な
が
ら
こ
れ
ら
の
世
帯
は
高
齢
者

　
ま
た
、
当
然
な
が
ら
こ
れ
ら
の
世
帯
は
高
齢
者

世
帯
が
多
く
を
占
め
、
若
者
の
多
く
は
市
外
に
流

世
帯
が
多
く
を
占
め
、
若
者
の
多
く
は
市
外
に
流

失
、
要
介
護
の
高
齢
者
を
家
族
で
支
え
る
こ
と
は

失
、
要
介
護
の
高
齢
者
を
家
族
で
支
え
る
こ
と
は

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
た
と
え
若
者
が
い

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
た
と
え
若
者
が
い

た
と
し
て
も
仕
事
を
持
っ
て
い
る
な
ど
、
介
護
の

た
と
し
て
も
仕
事
を
持
っ
て
い
る
な
ど
、
介
護
の

た
め
に
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
の
問
題
が

た
め
に
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
な
ど
の
問
題
が

発
生
す
る
。

発
生
す
る
。

　
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
家
族
に
よ
る
介

　
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
家
族
に
よ
る
介

護
か
ら
公
的
支
援
に
よ
る
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

護
か
ら
公
的
支
援
に
よ
る
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

の
だ
が
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
速
度
が
あ
ま
り
に

の
だ
が
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
速
度
が
あ
ま
り
に

早
く
、公
的
施
設
の
設
置
は
間
に
合
っ
て
い
な
い
。

早
く
、公
的
施
設
の
設
置
は
間
に
合
っ
て
い
な
い
。

　
そ
ん
な
中
で
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
・
陽
だ
ま

　
そ
ん
な
中
で
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
・
陽
だ
ま

り
苑
（
五
十
公
野
）、コ
ン
フ
ィ
陽
だ
ま
り
苑
（
諏

り
苑
（
五
十
公
野
）、コ
ン
フ
ィ
陽
だ
ま
り
苑
（
諏

訪
町
）
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
い
じ
み
の
福

訪
町
）
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
い
じ
み
の
福

祉
会
が
市
内
で
３
番
目
の
施
設
・
パ
ル
コ
ン
フ
ィ

祉
会
が
市
内
で
３
番
目
の
施
設
・
パ
ル
コ
ン
フ
ィ

陽
だ
ま
り
苑
を
市
街
中
心
部
の
旧
中
央
高
校
グ
ラ

陽
だ
ま
り
苑
を
市
街
中
心
部
の
旧
中
央
高
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
跡
地
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

ウ
ン
ド
跡
地
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　
パ
ル
コ
ン
フ
ィ
陽
だ
ま
り
苑
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

　
パ
ル
コ
ン
フ
ィ
陽
だ
ま
り
苑
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
お
友
達
と
ご
一
緒
に
、
親
子
兄
弟
な
ど
家
族
と

「
お
友
達
と
ご
一
緒
に
、
親
子
兄
弟
な
ど
家
族
と

一
緒
に
、
住
み
慣
れ
た
お
隣
に
お
引
越
し
」。
地

一
緒
に
、
住
み
慣
れ
た
お
隣
に
お
引
越
し
」。
地

域
や
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
た
ま

域
や
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
維
持
し
た
ま

ま
、
快
適
な
介
護
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
手
に
入

ま
、
快
適
な
介
護
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
手
に
入

れ
て
も
ら
い
、
高
齢
に
な
っ
て
も
健
康
で
楽
し
く

れ
て
も
ら
い
、
高
齢
に
な
っ
て
も
健
康
で
楽
し
く

過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

過
ご
し
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
に
、
特
養
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ

　
そ
の
た
め
に
、
特
養
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、
新
発
田
市
で
は
初
め
て

イ
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、
新
発
田
市
で
は
初
め
て

の
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」、
い
わ

の
「
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
」、
い
わ

ゆ
る
サ
高

ゆ
る
サ
高
住
46
室
を
併
設
し
た
。
サ
高
住

室
を
併
設
し
た
。
サ
高
住
は
60
歳

以
上
の
人
な
ら
誰
で
も
利
用
で
き
て
、
必
要
な
ら

以
上
の
人
な
ら
誰
で
も
利
用
で
き
て
、
必
要
な
ら

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

賃
貸
住
宅
で
あ
る
。「
ま
ち
の
真
ん
中
な
の
で
、

賃
貸
住
宅
で
あ
る
。「
ま
ち
の
真
ん
中
な
の
で
、

郵
便
局
・
医
院
や
ス
ー
パ
ー
、
市
役
所
・
図
書
館

郵
便
局
・
医
院
や
ス
ー
パ
ー
、
市
役
所
・
図
書
館

な
ど
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
も
整
っ
て
い
ま
す
し
、
何

な
ど
の
公
共
イ
ン
フ
ラ
も
整
っ
て
い
ま
す
し
、
何

よ
り
知
人
友
人
の
家
と
も
近
い
で
す
か
ら
、
今
ま

よ
り
知
人
友
人
の
家
と
も
近
い
で
す
か
ら
、
今
ま

で
の
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
も
毎
日
の
よ
う
に

で
の
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
も
毎
日
の
よ
う
に

行
き
来
で
き
ま
す
」
と
苑
長
・
馬
場
玲
子
さ
ん
は

行
き
来
で
き
ま
す
」
と
苑
長
・
馬
場
玲
子
さ
ん
は

新
施
設
の
特
徴
を
語
る
。
ま
た
、
苑
庭
を
広
く
取

新
施
設
の
特
徴
を
語
る
。
ま
た
、
苑
庭
を
広
く
取

り
、
噴
水
と
庭
を
整
備
、
将
来
的
に
は
苑
を
緑
で

り
、
噴
水
と
庭
を
整
備
、
将
来
的
に
は
苑
を
緑
で

囲
み
た
い
と
い
う
。「
入
所
者
の
皆
さ
ん
が
好
き

囲
み
た
い
と
い
う
。「
入
所
者
の
皆
さ
ん
が
好
き

な
よ
う
に
庭
に
花
を
植
え
る
な
ど
の
活
動
で
、
新

な
よ
う
に
庭
に
花
を
植
え
る
な
ど
の
活
動
で
、
新

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
で
き
る
な
ど
、
よ
り
楽
し

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
で
き
る
な
ど
、
よ
り
楽
し

く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
一
生
懸
命
支
援

く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
私
た
ち
も
一
生
懸
命
支
援

し
た
い
」
と
夢
は
広
が
る
。

し
た
い
」
と
夢
は
広
が
る
。

　
今
後
、
市
中
心
市
街
地
は
一
般
住
宅
の
ほ
か
、

　
今
後
、
市
中
心
市
街
地
は
一
般
住
宅
の
ほ
か
、

サ
高
住
付
き
の
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
さ
ら
に
は

サ
高
住
付
き
の
介
護
老
人
福
祉
施
設
、
さ
ら
に
は

高
齢
者
ケ
ア
付
き
の
借
上
げ
市
営
賃
貸
住
宅
（
高

高
齢
者
ケ
ア
付
き
の
借
上
げ
市
営
賃
貸
住
宅
（
高

齢
者
向
け
、
ほ
か
に
障
が
い
者
世
帯
向
け
、
生
活

齢
者
向
け
、
ほ
か
に
障
が
い
者
世
帯
向
け
、
生
活

保
護
世
帯
向
け
・
母
子
・
父
子
世
帯
向
け
も
考
え

保
護
世
帯
向
け
・
母
子
・
父
子
世
帯
向
け
も
考
え

ら
れ
る
）
な
ど
の
設
置
を
進
め
る
方
向
に
向
か
う

ら
れ
る
）
な
ど
の
設
置
を
進
め
る
方
向
に
向
か
う

の
で
は
な
い
か
。
ご
く
大
ざ
っ
ぱ
に
言
え
ば
、
本

の
で
は
な
い
か
。
ご
く
大
ざ
っ
ぱ
に
言
え
ば
、
本

紙
が
考
え
る
新
発
田
市
の
将
来
の
都
市
イ
メ
ー
ジ

紙
が
考
え
る
新
発
田
市
の
将
来
の
都
市
イ
メ
ー
ジ

の
一
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

の
一
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
中
心
に
新
発
田
城
な
ど
の
都
市
公
園
と
公
共
イ

ン
フ
ラ
を
配
置
し
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
よ
う
に
商

店
街
や
医
院
、
生
活
弱
者
の
た
め
の
施
設
、
バ
イ

パ
ス
の
内
側
は
新
興
住
宅
地
。
そ
れ
ら
を
環
状
線

と
放
射
線
で
ク
モ
の
巣
の
よ
う
に
結
ん
で
公
共
交

通
を
走
ら
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
車

通
を
走
ら
せ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
車
で

程
度
の
と
こ
ろ
に
工
業
立
地
な
ど
、
さ
ら
に
そ
の

地
域
を
農
地
が
取
り
囲
む
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
だ
。

　
ま
た
、今
後
は
交
通
弱
者
が
多
く
な
る
た
め
に
、

自
動
車
を
運
転
し
な
い
人
の
た
め
の
公
共
交
通
の

充
実
は
欠
か
せ
な
い
。
急
速
に
整
備
が
進
む
外
・

内
２
本
の
環
状
線
と
放
射
状
の
道
路
に
は
、
都
市

イ
ン
フ
ラ
と
住
宅
地
を
結
ぶ
、
例
え

イ
ン
フ
ラ
と
住
宅
地
を
結
ぶ
、
例
え
ば
20

本
程
、
時
刻
表
が
な
く
て
も
気
に
な
ら
な
い
待
ち

時
間
で
利
用
で
き
る
小
型
バ
ス
を
走
ら
せ
る
こ
と

な
ど
も
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

な
ど
も
検
討
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
富
山
市
で
は
午
前
9
時
〜
午
後
7

　
富
山
市
で
は
午
前
9
時
〜
午
後
7
時
40

「
ま
い
ど
は
や
バ
ス
」
が
2
系
統
、
中
心
市
街
地

を
循
環
し
て
い
る
。
料
金
は
ど
こ
で
乗
っ
て
も
ど

こ
で
降
り
て
も
１
０
０
円
（
小
学
生
以
上
）
だ
。

停
留
所
の
距
離
間
隔
が
短
い
こ
と

停
留
所
の
距
離
間
隔
が
短
い
こ
と
と
20
〜
25

き
に
バ
ス
が
来
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
富
山
市

は
こ
の
ほ
か
に
各
地
を
循
環
す
る
8
系
統
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
あ
り
、
地
域
と
地
域
は
J
R

富
山
駅
を
中
心
に
延
び
る
放
射
線
状
の
鉄
道
で
結

ば
れ
て
い
る
。
ま
た
、
富
山
市
で
は
「
ま
ち
な
か

定
住
推
進
事
業
」
と
称
し
、
ま
ち
な
か
の
指
定
地

域
へ
の
新
築
に
は
市
民
向
け
に
１
戸
当
た

域
へ
の
新
築
に
は
市
民
向
け
に
１
戸
当
た
り

円
の
補
助
、
事
業
者
向
け
に
は
共
同
住
宅
新
築
に

1
戸
当
た
り
１
０
０
万
円
の
補
助
を
設
け
、
ま
ち

1
戸
当
た
り
１
０
０
万
円
の
補
助
を
設
け
、
ま
ち

な
か
居
住
人
口
を
大
幅
に
増
や
し
て
い
る
。「
事

な
か
居
住
人
口
を
大
幅
に
増
や
し
て
い
る
。「
事

業
者
に
補
助
を
出
し
た
こ
と
が
画
期
的
で
、
事
業

業
者
に
補
助
を
出
し
た
こ
と
が
画
期
的
で
、
事
業

者
自
ら
が
入
居
者
を
募
集
す
る
意
欲
に
火
を
つ
け

者
自
ら
が
入
居
者
を
募
集
す
る
意
欲
に
火
を
つ
け

た
」
と
は
、「
ま
い
ど
は
や
バ
ス
」
を
運
営
す
る

た
」
と
は
、「
ま
い
ど
は
や
バ
ス
」
を
運
営
す
る

ま
ち
づ
く
り
会
社
担
当
者
の
弁
だ
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
担
当
者
の
弁
だ
。

　
新
発
田
市
で
も
、
新
た
な
新
発
田
の
未
来
像
の

　
新
発
田
市
で
も
、
新
た
な
新
発
田
の
未
来
像
の

議
論
と
実
効
あ
る
対
策
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

議
論
と
実
効
あ
る
対
策
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

ご夫婦で、仲の良いお友達と、そして新しい仲間の皆様で、住み慣れた「お隣」へ

7月31日（木） 0時～午後6時半7月31日（木） 0時～午後6時半
保健師による健康相談

リラックスコーナー（6ス
ペース）

木木）木） 時00時～～～午午後後 時666時

喫茶
●

ペース）

無 料

ウェルカムレセプション

どうぞお持ち帰り
ください

郵便局まで700m、
図書館まで450m、
スーパーまで650m、
とても便利です

園芸療法士による手作業コ
ーナー

好立地！！

地域の皆様と

ともに歩みま
す

お陰様で
オープン！

だに
、

通
の

外
・

都
市

待
ち

こ
と

街
地

も
どだ

。
山
市

の
コ

J
R

で
結

な
か

定
地

築
に

皆様と
歩みます

様で
プン！

まちの真ん中の「安心」「安らぎ」の空間

新発田市中央町5-4-2
☎0254-23-1117　

●10：30～17：30
保健師　藤井友美

お疲れになられましたら
どうぞご利用下さい

マッサージ体験

●10：30～17：30
マッサージ師　田坂一己氏

リハビリ体験
●10：30～17：30
新潟県理学療法士会　副会長
理学療法士　小野宏一　他

ケアマネージャーによる福祉相談

●10：30～17：30
介護支援専門員、
社会福祉士　堀美由紀介護体験

●10：30～17：30
○介護サービス体験　
○介護技術講習
介護福祉士　曽我絢美

新発田産の夏野菜が美味しいデザートに♪

共
イ

に
商

バ
イ

状
線

共そだ 状
線

共
交

そ
の

だ
。

空間 中央高校
グラウンド跡地（ 　  　）

香管理栄養士　淸田優理香
デザート〈新発田産野菜を使ったデ

管
〈

記念写真撮影コーナー

楽しい思い出をお写真に


